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「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
実
践

―
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
（
二
〇
一
四
年
）
を
手
が
か
り
に

―
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淳　

二　

郎

 

は
じ
め
に

一 

先
行
研
究

二 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
新
し
い
概
念
か
？

三 

「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
は
何
か
？

四 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
実
践

 

（
一
）　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
前
史

 

（
二
）　

ク
リ
ミ
ア
併
合
ま
で
の
経
過
、
二
〇
一
三
年
秋
〜
二
〇
一
四
年
三
月

五 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
暫
定
的
対
抗
策

―
バ
ル
ト
三
国
の
場
合

 

お
わ
り
に

は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
三
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
ク
リ
ミ
ア
が
「
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
」
と
し
て
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。



八
四

そ
の
余
波
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
に
広
が
り
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
独
立
を
宣
言
し
た
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」
は
二
〇
一
七
年
七
月
、
首
都
を
ド
ネ
ツ

ク
と
す
る
新
国
家
「
小
ロ
シ
ア
」
建
国
を
宣
言
し
た
。
現
在
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
国
連
憲
章
の
定
め
る
領
土
保
全
原
則
が
揺
ら
ぐ
危
機
下
に
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
外
交
評
議
会
（European Council on Foreign Relations

）
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
国
際
秩
序
へ
の
脅
威
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
結
束
を
動
揺
さ
せ

る
も
の
と
す
る
論
考
を
相
次
い
で
発
表
し
た（

（
（

。
二
〇
一
四
年
に
発
生
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
ロ
シ
ア
が
今
後
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
に
挑
戦
す
る
行

動
を
取
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
強
い
警
戒
心
を
周
辺
諸
国
に
惹
起
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
の
新
た
な
課
題
を
各
国
政
府
・
軍
部
・
学
術
機
関

に
投
げ
か
け
た
。
そ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
分
離
・
独
立
の
一
ヵ
月
前
の
二
〇
一
四
年
二
月
下
旬
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
出
現
し
た
謎
の
武
装
集
団
（
リ

ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
メ
ン
）
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
政
府
庁
舎
・
議
会
・
軍
施
設
を
次
々
と
占
拠
し
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
物
理
的
に
分
離

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
（hybrid w

arfare

）」
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
受
け
、
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
防
省
は
「
特
定
国
家
の
政
府
が
目
的
達
成
の
た
め
、
巧
み
に
非
国
家
主
体
を
ま
す
ま

す
利
用
す
る
」
よ
う
な
「
非
正
規
戦
争
（irregular w

arfare

）」
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
バ
ル
ト
三
国
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト

ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）
が
一
九
九
九
年
に
共
同
設
立
し
た
バ
ル
ト
国
防
大
学
の
機
関
紙Journal on Baltic Security

最
新
号
に
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

戦
争
」
の
国
際
法
上
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
二
〇
一
七
年
秋
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（N

orth A
tlantic T

reaty O
rganization

：
北
大
西
洋
条
約
機
構
）・
Ｅ
Ｕ
（European U

nion

：
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
）
間
の
協
力
を
促
進
さ
せ
る
研
究
機
関H

ybrid CoE

（T
he European Centre of Excellence for Countering H

ybrid T
hreats

）
が

創
設
さ
れ
た（

（
（

。

日
本
で
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」
に
関
す
る
研
究
が
政
府
・
企
業
・
学
術
の
連
携
の
下
で
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
日
本
政
府
と
し
て
は
二
〇
一
五
年
九
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
に
基
づ
き
、
サ
イ
バ
ー
分
野
の
国
際
協
力
を

目
指
す
サ
イ
バ
ー
外
交
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
二
〇
一
五
年
の
平
和
安
全
法
制
に
盛
り
込
ま
れ
た「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
」は
本
質
的
に
は「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
争
」
に
類
す
る
事
態
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
だ
が
、
邦
語
で
読
め
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
概
要
を
伝
え
る
学
術
研
究
は
非
常
に
乏
し
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い
（
（
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
理
論
を
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
実
践
を
基
に
整
理

し
た
い
。

第
一
節
で
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
め
ぐ
る
欧
米
で
の
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
。
第
二
節
で
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
新
し
い
概
念
か
否

か
を
議
論
す
る
。
第
三
節
で
は
、
ロ
シ
ア
の
「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
内
容
を
紹
介
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
を
確

認
す
る
。
続
く
第
四
節
で
は
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
際
し
、
ど
の
よ
う
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
が
実
践
さ
れ
た
か
を
描
写
す
る
。
そ
し
て
、
第
五
節
で

は
、
バ
ル
ト
三
国
が
進
め
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
暫
定
的
対
抗
策
を
紹
介
す
る
。「
お
わ
り
に
」
で
は
、
本
稿
の
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
を
提
示

し
た
い
。

一 

先
行
研
究

二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
直
後
か
ら
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
関
す
る
学
術
研
究
は
欧
米
で
急
速
に
進
ん
だ
。
安
全
保
障
研
究

の
領
域
で
は
、
後
述
す
る
ロ
シ
ア
の
「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
紹
介
す
る
論
文
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た（

（
（

。
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」

は
国
際
安
全
保
障
の
実
務
に
と
っ
て
も
強
い
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
が
バ
ル
ト
三
国
や
海
洋
安
全
保
障
に
与
え

る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
論
考
も
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
対
す
る
政
策
提
言
の
性
格
が
強
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

国
際
法
の
視
点
か
ら
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
関
心
は
、「『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
』
は
国
連
憲
章
上
の
武
力
行
使
の
禁
止
に
該
当
す

る
か
否
か
」
に
注
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、Bílková

（2015

）
は
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
際
の
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
、
国
連
憲

章
が
禁
じ
て
い
る
武
力
行
使
お
よ
び
武
力
に
よ
る
威
嚇
に
該
当
す
る
と
結
論
付
け
て
い
る（

（1
（

。Journal on Baltic Security

誌
上
で
、Nader

（2017

）は
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
の
状
況
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
限
り
（accum

ulation of events

）、
自
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衛
権
を
行
使
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る（

（1
（

。N
ader

（2017

）
は
、
こ
れ
を
自
衛
権
行
使
のpinpricks doctrine

と
名
付
け
、
特
定
の
状
況
下
で
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
へ
の
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
し
て
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
よ
う
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
提
言
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
国
に
対
す
る
他
国
か
ら
の
武
力
行
使
を
未
然
に
防
ぐ
方
策
と
し
て
、
抑
止
（
理
論
）
が
あ
る
が
、「
既
存
の
抑
止
理
論
（
拒
否
的
抑
止
／

懲
罰
的
抑
止
）
に
基
づ
い
て
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
』
に
対
処
可
能
か
ど
う
か
」
が
国
際
安
全
保
障
の
理
論
的
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、Takacs
（2017
）
は
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
抑
止
（deterrence by resilience

）」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
た
。
同
概
念
は
、サ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
強
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
多
様
化
（
例
え
ば
、ロ
シ
ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
の
低
下
）、虚
偽
情
報
（
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
拡
散
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
処
す
る
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
拡
充
な
ど
を
想
定
し
て
い
る（

（1
（

。
同
概
念
は
、
攻
撃
側
に

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
仕
掛
け
て
も
得
ら
れ
る
利
益
は
少
な
い
と
認
識
さ
せ
、
攻
撃
の
誘
因
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
「
拒

否
的
抑
止
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
抑
止
機
能
を
担
保
す
る
実
体
を
、
軍
事
力
で
は
な
く
社
会
全
体
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と

し
た
点
に
お
い
て
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
抑
止
」
は
画
期
的
な
概
念
と
言
え
よ
う
。
近
年
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
い
て
も
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
争
」
や
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
」
に
つ
い
て
の
実
務
的
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
学
術
研
究
の
蓄
積
そ

の
も
の
も
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
す
る
国
家
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
抑
止
」
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
直
接
つ
な
が
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

二 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
新
し
い
概
念
か
？

二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
以
降
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
（hybrid w

ar

／hybrid w
arfare

）」
と
い
う
用
語
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
そ
し
て

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
政
府
お
よ
び
学
術
研
究
の
場
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
明
確
な
定
義
は
存

在
し
て
い
な
い
。
本
節
で
は
、
同
概
念
の
定
義
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
み
よ
う
。

指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、「
戦
争
」
そ
れ
自
体
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
（hybridity

）」
を
内
包
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
戦
争
論
の
古
典
的
名
著T

he 
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「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
実
践
（
志
田
）

八
七

A
rt of W

ar

の
中
で
、
孫
子
は
武
力
衝
突
の
み
を
「
戦
争
」
と
捉
え
ず
、「
兵
は
詭
道
な
り
」
と
説
い
た
。
ま
た
、
孫
子
は
「
実
際
に
戦
わ
ず
に
、
敵
を

屈
服
さ
せ
る
の
が
最
善
の
策
」
と
ま
で
説
い
た（

（1
（

。
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
セ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（Carl von Clausew

itz

）
も
「
対
立
す
る
国
家
人
民
が

か
か
わ
る
政
治
・
社
会
・
軍
事
的
現
象
」
と
「
戦
争
」
を
捉
え
て
い
る（

（1
（

。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、「
戦
争
」
に
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、
総
力
戦
と
し
て
の
第
一
次

世
界
大
戦
以
降
、各
国
政
府
は
「
前
線
」
で
の
正
規
軍
同
士
の
戦
闘
の
み
な
ら
ず
、「
銃
後
」
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
を
物
理
的
に
防
衛
し
、資
源
を
確
実
な
ル
ー

ト
で
調
達
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
た
。
敵
国
か
ら
の
政
治
宣
伝
（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
に
よ
る
世
論
戦
・
心
理
戦
に
備
え
、
自
国

民
の
士
気
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
に
も
神
経
を
尖
ら
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
冷
戦
期
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
や
ソ
連
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
も
、戦
争
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
が
看
取
で
き
る
。
米
軍
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
（
ヴ
ェ
ト
コ
ン
）
と
、ソ
連
軍
は
ム
ジ
ャ
ー

ヒ
デ
ィ
ー
ン
（M

ujāhidīn

）
と
い
う
武
装
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
両
者
は
非
国
家
主
体
か
つ
非
正
規
軍
で
あ
る
。
冷
戦
後
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
お
よ
び
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
米
軍
と
タ
リ
バ
ー
ン
（T

aliban

）
や
ア
ル
カ
イ
ー
ダ
（A

l-Q
aeda

）
と
の
戦
闘
、
第
二
次
レ
バ
ノ
ン
戦

争
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
ヒ
ズ
ボ
ッ
ー
ラ
ー
（H

ezbollah

）
の
戦
闘
に
も
、
非
対
称
か
つ
非
正
規
の
戦
争
様
態
が
看
取
で
き
る（

（1
（

。

質
量
と
も
に
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
米
軍
が
非
国
家
主
体
と
の
戦
争
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
現
実
に
対
応
す
べ
く
、
二
〇
〇
〇
年
代

後
半
か
ら
米
軍
内
部
で
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
な
る
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
た
。
米
海
兵
隊
に
勤
続
し
た
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
フ
マ
ン
（Frank G. 

H
offm

an

）
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
国
家
・
非
国
家
主
体
双
方
が
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
、「
通
常
能
力
、
非
正
規
戦
術
形
態
、

無
差
別
暴
力
や
強
制
を
含
む
テ
ロ
リ
ス
ト
、
犯
罪
、
秩
序
撹
乱
行
為
な
ど
様
々
な
形
態
に
及
ぶ
」
と
定
義
し
た（

（1
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
ま
で
は
、
武
装
ゲ

リ
ラ
や
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
な
ど
の
非
国
家
主
体
が
、
あ
く
ま
で
も
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
主
体
と
想
定
さ
れ
て
い
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

だ
が
二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
は
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
と
い
う
の
も
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
軍
事
的
・
経
済
的
に
強
力
な
国

家
主
体
が
遂
行
す
る
可
能
性
を
国
際
社
会
に
知
ら
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
欧
州
委
員
会
（European Com

m
ission

）
は
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
、「
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
る
戦
争
の
敷
居
よ
り
も
低
い
状
態
で
、
国
家
ま
た
は
非
国
家
主
体
が
特
定
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
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調
整
の
と
れ
た
形
態
で
の
、
強
制
・
破
壊
活
動
、
伝
統
的
手
法
あ
る
い
は
外
交
・
軍
事
・
経
済
・
技
術
な
ど
の
非
伝
統
的
手
法
の
混
合
」
と
す
る
定
義
を

打
ち
出
し
た（

（1
（

。
よ
り
限
定
的
な
定
義
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
研
究
所
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
「
対
象
国
の
国
内
政
治
に
影
響
を
与
え
る

た
め
に
、
通
常
戦
力
あ
る
い
は
核
戦
力
に
支
援
さ
れ
た
上
で
行
わ
れ
る
秘
密
ま
た
は
拒
絶
活
動
」
と
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
米
欧
で
の
用
語
の
定
式
化
は
次

の
点
で
意
義
深
い
。
第
一
に
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
を
字
義
通
り
、「
多
く
の
要
素
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
状
態
」
と
捉
え
、
欧
州
委
員
会
は
「
戦
争
」
の

主
体
や
手
法
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
を
説
明
し
て
い
る
。
第
二
に
、
ラ
ン
ド
研
究
所
の
定
義
は
、
軍
事
的
・
経
済
的
に
強
力
な
国
家
主
体
が
発
動
す
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
処
す
る
困
難
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
強
力
な
国
家
主
体
は
、
非
正
規
軍
を
支
援
す
べ
く
通
常
戦
力
を
も
使

用
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
攻
撃
対
象
国
の
同
盟
国
・
友
好
国
か
ら
の
反
撃
を
抑
止
す
る
た
め
に
核
戦
力
を
も
展
開
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

ま
と
め
る
と
、
大
規
模
な
通
常
戦
力
と
核
戦
力
を
持
つ
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
軍
事
大
国
が
非
国
家
主
体
と
と
も
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
遂
行
し
、

国
連
憲
章
の
定
め
る
他
国
の
領
土
一
体
性
や
政
治
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、
武
装
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦
や
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
は
根
本
的
に
性
質
が

異
な
る
と
言
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
メ
ア
リ
ー
・
カ
ル
ド
ー
（M

ary K
aldor

）
が
「
国
家
／
非
国
家
、
公
的
／
私
的
、
対
外
／
対
内
、
経
済
／

政
治
、
さ
ら
に
は
有
事
／
平
時
の
区
別
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
」
と
し
た
「
新
し
い
戦
争
」（

（2
（

と
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
で
は

あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
「
戦
争
」
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
主
張
を
解
し
つ
つ
も（

（2
（

、
以
下
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
争
」
を
「
新
し
い
戦
争
」
と
捉
え
、
考
察
を
進
め
た
い
。

三 

「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
は
何
か
？

二
〇
一
三
年
初
頭
、V

oenno-Prom
yshlenniK

urier

誌
上
で
、
ロ
シ
ア
軍
参
謀
総
長
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ゲ
ラ
シ
モ
フ
（V

alery Gerasim
ov

）
は

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
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争
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の
理
論
と
実
践
（
志
田
）

「
戦
争
の
ル
ー
ル
」
は
変
わ
っ
た
。
政
治
的
・
戦
略
的
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
、
非
軍
事
的
手
段
の
担
う
役
割
は
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
多
く

の
場
合
、
効
率
の
面
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
持
つ
兵
器
の
パ
ワ
ー
を
上
回
っ
て
さ
え
も
い
る
。（
中
略
）
戦
争
手
法
は
、
住
民
の
抗
議
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
応
じ
て
適
用
さ
れ
る
政
治
、
経
済
、
情
報
、
人
道
、
そ
の
他
の
非
軍
事
的
手
段
の
方
向
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。（
中
略
）

二
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
平
時
と
有
事
の
間
の
多
様
な
摩
擦
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
戦
争
は
も
は
や
宣
言
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
に
馴

染
ん
だ
形
式
の
枠
外
で
始
ま
り
、
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
い
わ
ゆ
る
「
色
の
革
命
」
に
関
連
す
る
も
の
を
含
め
た
紛
争
の
経
験
は（

（2
（

、
ま
っ

た
く
何
の
波
乱
も
な
い
国
家
が
数
ヵ
月
、
場
合
に
よ
っ
て
は
数
日
で
熾
烈
な
武
力
衝
突
の
舞
台
に
投
げ
込
ま
れ
、
外
国
勢
力
の
介
入
の
犠
牲
と
な
り
、

混
乱
、
人
道
危
機
、
内
戦
を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

も
ち
ろ
ん
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
戦
争
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
我
々
軍
人
が
研
究
し
な
く
て
も
よ
い
と
言
う
の
は
簡
単
で
あ
る
。
だ
が
、
も

し
か
す
る
と
、
こ
れ
が
二
一
世
紀
の
典
型
的
な
戦
争
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？（

（2
（

以
上
の
よ
う
に
、
ゲ
ラ
シ
モ
フ
参
謀
総
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
は
「
非
軍
事
的
手
段
」
が
主
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
の
テ
ー
ゼ
を
掲
げ
た
。
ゲ
ラ
シ
モ

フ
に
よ
れ
ば
、
非
公
然
の
情
報
敵
対
活
動
お
よ
び
特
殊
作
戦
部
隊
の
活
動
を
含
む
国
家
の
正
規
軍
は
、
政
治
・
経
済
・
情
報
・
人
道
・
そ
の
他
に
ま
で
及

ぶ
「
非
軍
事
的
手
段
」
を
補
完
す
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
公
然
と
軍
事
力
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
平
和
維
持
活
動
お
よ
び
危
機
管
理
と
い
う
形

態
を
装
う
場
合
が
あ
り
、
従
来
の
戦
闘
で
は
、
単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
ハ
イ
テ
ク
・
高
機
動
戦
力
を
駆
使
す
る
。
こ
う
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

性
」
を
駆
使
し
て
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
敵
国
内
部
に
は
「
継
続
的
に
機
能
す
る
戦
線
」
が
出
現
す
る
、
と
ゲ
ラ
シ
モ
フ
は
説
い
た（

（2
（

。

さ
ら
に
ゲ
ラ
シ
モ
フ
は
、
こ
れ
か
ら
の
ロ
シ
ア
軍
は
「
熾
烈
な
武
力
衝
突
」
を
戦
い
抜
く
の
み
な
ら
ず
、
潜
在
的
な
「
外
国
勢
力
の
介
入
」
を
遮
断
す

る
能
力
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
説
い
た
。
後
者
は
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
領
域
拒
否
（A

nti-A
ccess/A

rea-D
enial

：A
2/A

D

）
能
力
と
し
て
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ゲ
ラ
シ
モ
フ
は
、
ロ
シ
ア
軍
は
「
有
事
」
と
「
平
時
」
の
境
が
曖
昧
に
な
り
つ
つ
あ
る
国
際
安
全
保
障
の
新
し
い
環
境
に
効
果
的
に
対
応
で
き



九
〇

る
よ
う
な
即
応
性
（readiness

）
能
力
を
備
え
る
べ
き
と
も
説
い
た
。
ま
さ
に
、「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
戦
争
は
宣
戦

布
告
な
し
に
行
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
た（

（2
（

。

民
族
・
宗
教
が
多
様
で
、
経
済
社
会
的
に
脆
弱
で
、
国
家
安
全
保
障
の
基
軸
が
曖
昧
で
、
政
治
的
に
不
安
定
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、「
ゲ
ラ
シ
モ
フ
・

ド
ク
ト
リ
ン
」
を
遂
行
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
。
同
ド
ク
ト
リ
ン
に
則
り
、
ロ
シ
ア
は
政
治
的
目
標
（
ク
リ
ミ
ア
半
島
併
合
）
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
軍

事
的
反
撃
を
受
け
る
こ
と
な
く
果
た
し
た（

（2
（

。
ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
プ
ー
チ
ン
（V

ladim
ir Putin

）
ロ
シ
ア
大
統
領
の
次
の
言
葉
は
国
際
安
全
保
障
の
新

領
域
と
し
て
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
本
質
を
的
確
に
示
し
て
い
よ
う
。「
歴
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、一
発
の
弾
丸
が
発
射
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
ず
に
行
わ
れ
た
〔
他
国
へ
の
軍
事
〕
介
入
の
唯
一
の
事
例
を
、
私
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」（

（2
（

。

四 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
実
践

（
一
）　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
前
史

お
よ
そ
四
半
世
紀
前
の
冷
戦
終
結
過
程
に
あ
っ
て
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
主
権
宣
言
（
一
九
九
〇
年
七
月
一
六
日
最
高
会
議
採
択
）
で
「
将
来
、軍
事
ブ
ロ
ッ

ク
に
属
さ
な
い
中
立
国
と
な
り
、
核
兵
器
を
使
用
、
生
産
、
保
有
し
な
い
と
い
う
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
国
家
」
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
九
九
一
年
一
二
月
に
ソ
連
が
解
体
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ソ
連
か
ら
独
立
を
果
た
し
て
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
中
立
を
国
家
安
全
保
障
の
基
軸
と
し
た
。

そ
の
た
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
旧
ソ
連
の
共
和
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
独
立
国
家
共
同
体
（Com

m
onw

ealth of Independent States

：CIS

）
集
団
安
全

保
障
条
約
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
方
針
も
既
定
方
針
と
は
し
な
か
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ
連
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
地
位
か
ら
脱
却
す
る
と
同
時
に
、
大
量
の
ソ
連
製
核
戦
力
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、

五
〇
〇
〇
発
に
上
る
核
地
雷
を
中
心
と
す
る
戦
術
核
に
加
え
、
戦
略
核
の
核
弾
頭
一
七
〇
〇
〜
一
九
〇
〇
発
、
運
搬
手
段
に
つ
い
て
は
、
多
弾
頭
化
（
六

弾
頭
搭
載
可
能
）
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（Intercontinental Ballistic M

issile

：ICBM
）SS-19

・
一
三
〇
基
、
多
弾
頭
化
（
十
弾
頭
搭
載
可
能
）
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ICBM

・SS-24

・
四
六
基
、
ベ
ア
ー
Ｈ
型
お
よ
び
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
戦
略
爆
撃
機
・
四
四
機
、
こ
れ
ら
航
空
戦
力
に
搭
載
可
能
な
数
百
発
の
巡
航
ミ

サ
イ
ルK

h-55

で
あ
り（

（2
（

、
期
せ
ず
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
を
凌
ぐ
「
世
界
第
三
の
核
保
有
国
」
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
冷

戦
終
結
後
の
核
拡
散
を
懸
念
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
非
核
保
有
国
の
地
位
で
核
不
拡
散
条
約
（T

reaty on 

the N
on-Proliferation of N

uclear W
eapons

：N
PT

）
加
入
を
迫
っ
た
。
他
方
、
冷
戦
終
結
に
よ
り
軍
事
的
緊
張
が
解
消
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、

ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
核
を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
、
国
際
社
会
か
ら
自
国
の
領
土
一
体
性
を
保
障
し
て
も
ら
う
こ
と
が
課
題

で
あ
っ
た
。
双
方
の
要
求
を
満
た
す
方
式
が
一
九
九
四
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
一
体
性
を
保
障
し
（
第
一
項
目
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
行
使
お
よ
び
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
控
え
る
こ
と
と
し

た
（
第
二
項
目
）。
非
核
保
有
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
、万
が
一
、核
を
使
用
し
た
武
力
行
使
お
よ
び
武
力
に
よ
る
威
嚇
が
発
生
し
た
場
合
、ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
援
助
を
提
供
す
る
よ
う
、
国
連
安
保
理
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
約
束
さ
れ
た
（
第
四
項
目
）（

（2
（

。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚

書
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
核
放
棄
は
、「
非
核
三
原
則
」
を
持
ち
込
ん
だ
一
九
九
〇
年
の
主
権
宣
言
の
精
神
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書

に
よ
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
が「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化（Finlandization

）」し
て
い
く
と
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー（H

enry K
issinger

）や
ズ
ビ
グ
ニ
ュ
ー
・

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
（Zbigniew

 Brzezinski

）
は
観
測
し
て
い
た（

（3
（

。

安
全
保
障
上
は
核
武
装
を
放
棄
し
、
中
立
を
堅
持
す
る
も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
経
済
面
で
は
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
七
〇
％
以
上
を
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
特
に
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
ロ
シ
ア
か
ら
約

三
六
五
億
立
米
を
輸
入
し
て
い
た
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
の
対
欧
州
ガ
ス
供
給
の
経
由
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、約
九
四
六
億
立
米
の
対
欧
州
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。
オ
レ
ン
ジ
革
命
後
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
新
大
統
領
に
就
任
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
シ
チ
ェ
ン
コ
（V

iktor Juščenko

）
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
Ｅ
Ｕ
間
の
経
済
協
力
を
推
進
し
た
。
同
じ
頃
、
Ｅ
Ｕ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
隣
諸
国
政
策
（European N

eighborhood Policy

：EN
P

）

を
開
始
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
と
い
っ
た
旧
ソ
連
諸
国
と
同
様
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
Ｅ

Ｕ
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（Eastern Partnership

：EaP

）
諸
国
の
一
員
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
隣
諸
国
政
策
（EN

P

）
そ
れ
自
体
は
、



九
二

EaP

諸
国
に
将
来
的
な
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
旧
ソ
連
諸
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
の
協
力
関
係
が
よ
り
緊
密
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
た（

（3
（

。
二
〇
〇
七
年
、
従
前
のEN

P

ウ
ク
ラ
イ
ナ
行
動
計
画
（EN

P U
kraine A

ction Plan

）
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
間
の
包
括
的
自
由
貿
易
協
定
（D

eep and Com
prehensive Free T

rade A
greem

ent

：D
CFT

A

）
を
主
眼
と
す
る
連
合
協
定

（A
ssociation A

genda

：A
A

）
交
渉
は
、
将
来
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
Ｅ
Ｕ
間
の
経
済
協
力
の
象
徴
で
も
あ
っ
た（

（3
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
Ｅ
Ｕ
間
協
力
を
推
し
進
め
る
ユ
シ
チ
ェ
ン
コ
が
新
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
ガ
ス
紛
争
が
発
生
し
、

対
ロ
関
係
が
著
し
く
悪
化
し
た
。
二
〇
一
〇
年
二
月
に
就
任
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
（V

iktor Y
anukovych

）
は
前
政
権
時
代
に
悪
化

し
た
対
ロ
関
係
の
改
善
を
図
っ
た
。同
年
四
月
、ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
は
ロ
シ
ア
と
の
間
で
ガ
ス
問
題
お
よ
び
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
問
題
に
関
す
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
合
意
文
書
に
署
名
し
、
二
〇
一
九
年
ま
で
の
ガ
ス
価
格
割
引
の
代
償
と
し
て
、
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
駐
留
期
限
を
二
〇
四
二
年
ま
で

延
長
す
る
こ
と
に
合
意
し
た（

（3
（

。

こ
こ
で
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
問
題
と
も
関
連
す
る
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
問
題
で
あ
る
。
ク
リ
ミ

ア
半
島
の
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
三
〜
一
八
五
六
年
）
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、外
国
勢
力
と
戦
っ

た
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。「
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
神
話
」
は
大
祖
国
戦
争
（
一
九
四
一
〜
一
九
四
五
年
）
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

と
の
戦
い
の
際
に
復
活
し
た（

（3
（

。

法
律
上
は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
、
ク
リ
ミ
ア
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
土
だ
っ
た
。
ソ
連
が
成
立
し
て
か
ら
は
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
は
ソ
連
を

構
成
す
る
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
に
編
入
さ
れ
た
が
、
一
九
五
四
年
二
月
一
九
日
、
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita 

K
hrushchev

）
ソ
連
共
産
党
書
記
長
は
ク
リ
ミ
ア
州
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
へ
移
管
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
九
九
一
年
、

ソ
連
か
ら
独
立
し
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
引
き
継
い
だ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ク
リ
ミ
ア
に
自
治
共
和
国
の
地
位
を
与
え
た
。
だ
が
、
地
元
住
民
の
多
数
が
ロ
シ
ア

系
住
民
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ミ
ア
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
独
立
の
機
運
が
根
強
か
っ
た（

（3
（

。

民
族
的
多
様
性
を
持
つ
ク
リ
ミ
ア
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
後
も
ロ
シ
ア
系
住
民
が
信
奉
す
る
「
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
神
話
」
を
体
現
す
る
形
で
、



九
三

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
実
践
（
志
田
）

ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
一
九
九
七
年
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
の
地
位
及
び
駐
留
条
件
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
二
〇
一
七
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
駐
留
を
原
則
的
に
認
め
た（

（3
（

。
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
が
ロ
シ
ア
と
の
間
で
駐
留
期
限
を

二
〇
四
二
年
ま
で
に
引
き
延
ば
す
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ロ
シ
ア
系
住
民
は
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
を

転
覆
し
た
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
運
動
を
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
過
激
民
族
主
義
」、「
ナ
チ
ズ
ム
」と
形
容
す
る
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
敏
感
に
な
る
の
で
あ
っ

た
（
（3
（

。（
二
）　

ク
リ
ミ
ア
併
合
ま
で
の
経
過
、
二
〇
一
三
年
秋
〜
二
〇
一
四
年
三
月

二
〇
一
三
年
秋
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
は
Ｅ
Ｕ
と
の
深
化
し
たD

CFT
A

を
主
眼
と
す
る
連
合
協
定
（A

A

）
に
関
す
る
作
業
の
一
時
中
止
を
発
表

し
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
Ｅ
Ｕ
派
市
民
は
抗
議
運
動
（
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
）
を
開
始
し
た
。
一
二
月
に
は
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
運
動
は
激
し
さ
を
増
し
、
初

の
犠
牲
者
が
出
た
。
二
〇
一
四
年
二
月
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
が
集
会
の
自
由
を
制
限
す
る
法
律
を
採
択
す
る
と
、
反
政
府
勢
力
の
過
激
化
と
と
も
に
、

二
月
一
八
日
の
二
日
間
に
は
一
〇
〇
名
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
す
銃
撃
戦
が
発
生
し
た
。
事
態
を
収
拾
で
き
な
い
ま
ま
、
二
月
二
二
日
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
ロ
シ
ア
へ
逃
亡
し
た（

（3
（

。

二
〇
一
三
年
秋
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
の
最
中
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
ロ
シ
ア
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
実
践
し
て
い
た
。
ガ
ス
供
給
問
題

を
梃
子
に
し
た
ロ
シ
ア
の
経
済
的
圧
力
に
よ
り
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
が
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
強
化
を
一
時
中
止
す
る
決
定
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
決
定
が
下
さ
れ
た
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
府
、
メ
デ
ィ
ア
、
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
身
元
不
明
のD

D
oS

（D
istributed D

enial of 

Service

）
攻
撃
や
サ
イ
ト
書
き
換
え
（defacem

ent

）
攻
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
七
二
時
間
も
の
間
ダ
ウ

ン
す
る
事
態
が
発
生
し
た（

（3
（

。
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
が
転
覆
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
二
月
二
六
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
付
近
に
一
五
万
名
規
模
の
ロ
シ
ア
軍

が
「
訓
練
」
の
た
め
展
開
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
が
い
つ
で
も
軍
事
介
入
で
き
る
態
勢
を
確
保
し
て
い
た（

（4
（

。

二
月
二
七
日
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
突
如
出
現
し
た
謎
の
親
露
派
武
装
集
団
（
リ
ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
メ
ン
）
は
ク
リ
ミ
ア
議
会
と
政
府
本
部
を
占
拠
し
、



九
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建
物
に
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
た
。
翌
二
八
日
、
リ
ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
メ
ン
は
シ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ポ
リ
空
港
を
占
拠
し
た
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
を
制
圧
し
た
後
、
彼
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
本
土
と
半
島
を
結
ぶA

rm
yansk

とChongar

の
二
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
築
き
、
本
土
と
半
島

を
つ
な
ぐ
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
断
し
た
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
物
理
的
制
圧
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
中
枢
の
意
思
決
定
過
程
に

混
乱
が
生
じ
、
交
戦
命
令
を
受
け
て
い
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
も
親
露
派
武
装
勢
力
と
交
戦
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（4
（

。

三
月
一
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
を
名
目
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
内
に
ロ
シ
ア
軍
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
へ
の
承

認
を
ロ
シ
ア
上
院
に
求
め
、
こ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。
二
日
に
は
大
量
の
ロ
シ
ア
の
正
規
軍
が
ク
リ
ミ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
陸
軍
部
隊
は
北
コ
ー
カ

サ
ス
軍
管
区
か
ら
空
輸
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
軍
用
車
両
は
ア
ゾ
フ
海
の
ケ
ル
チ
海
峡
を
通
っ
て
輸
送
さ
れ
た
。
輸
送
の
際
に
は
、
ロ
シ
ア
空
軍
のM

i-8

、

M
i-26

型
ヘ
リ
、Il-76

、A
n-72

輸
送
機
が
使
用
さ
れ
た
。
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
港
の
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
は
、
地
の
利
を
生
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
艦
艇

が
作
戦
地
域
に
展
開
す
る
の
を
阻
止
す
る
役
割
を
果
た
し
た（

（4
（

。
ロ
シ
ア
艦
隊
は
ク
リ
ミ
ア
半
島
周
辺
でA

2/A
D

能
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
正
規
軍
（
ロ
シ
ア
陸
・
海
・
空
軍
）
と
非
正
規
軍
（
リ
ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
メ
ン
）
が
ク
リ
ミ
ア
に
展
開
し
て
い
る
最
中
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
近
隣
諸
国
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
相
次
い
だ
。
特
筆
す
べ
き
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
間
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
間
の

共
同
歩
調
を
阻
害
す
る
よ
う
な
「
歴
史
戦
」
を
仕
掛
け
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
戦
間
期
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
支
配
を
差
別
的
で
抑
圧
的
と
捉
え
て
い
た
。
こ
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
感
情
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
者
組
織
（O

rganization 

of U
krainian N

ationalists

：O
U

N

）
の
ヴ
ォ
ル
ィ
ー
ニ
と
東
ガ
リ
シ
ア
大
虐
殺
に
つ
な
が
り
、
一
〇
万
人
に
の
ぼ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

二
〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
の
最
中
、
ロ
シ
ア
は
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
を
転
覆
さ
せ
た
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
運
動
をO

U
N

の
指
導
者
ス
テ
パ
ー

ン
・
バ
ン
デ
ー
ラ
（Stepan Bandera

）
の
再
来
、「
過
激
民
族
主
義
」、「
ナ
チ
ズ
ム
」
と
形
容
し
、
非
難
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
戦
中

に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
協
力
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
一
環
で
多
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
殺
害
し
た
過
去
を
持
つ
が
、
ロ
シ
ア
側
ハ
ッ
カ
ー

集
団
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
引
き
合
い
に
、
ロ
シ
ア
系
住
民
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民
の
独
立
の
た
め
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
も
リ
ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
メ
ン

を
歓
迎
す
る
趣
旨
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た（

（4
（

。
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、



九
五

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
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リ
ト
ア
ニ
ア
を
解
放
し
た
の
は
、
大
祖
国
戦
争
に
勝
利
し
た
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
ナ
チ
ズ
ム
に
も
似
た
過
激
民
族
主
義
者
勢
力
に
よ
る
政
変
で
混
乱
し
た
ク

リ
ミ
ア
（
あ
る
い
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
に
秩
序
を
も
た
ら
す
の
も
ロ
シ
ア
で
あ
る
と
す
る
言
説
を
流
布
す
る
「
歴
史
戦
」
を
ロ
シ
ア
は
展
開
し
た
の
で
あ
っ

た
。三

月
六
日
、
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
が
強
ま
る
中
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
議
会
は
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
一
六
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た（

（4
（

。
一
六
日
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
で
は
編
入
支
持
が
九
六
・
六
％
と
圧
倒
的
多
数
だ
っ

た
結
果
を
受
け
て
、
翌
一
七
日
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
議
会
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
を
承
認
し
た（

（4
（

。
三
月
一
八
日
、

ロ
シ
ア
、
ク
リ
ミ
ア
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
三
者
が
調
印
し
た
条
約
に
基
づ
き
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
は
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
演
説
で
、
プ
ー

チ
ン
は
「
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
神
話
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
正
当
性
を
訴
え
た
。

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
ロ
シ
ア
帝
国
に
引
き
留
め
た
勇
敢
な
る
ロ
シ
ア
人
兵
士
た
ち
の
眠
る
墓
は
、
ク
リ
ミ
ア
、
そ
し
て
輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ
伝
説

の
都
市
、
ロ
シ
ア
黒
海
艦
隊
が
誕
生
し
た
要
塞
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
に
あ
る
。Balaklava

とK
erch

、M
alakhov

、K
urgan

、
そ
し
てSpun 

Ridge

。
こ
れ
ら
の
場
所
一
つ
一
つ
は
我
々
の
心
に
は
愛
お
し
く
、
ロ
シ
ア
軍
の
栄
光
と
輝
か
し
い
勇
気
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る（

（4
（

。

か
く
し
て
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
効
果
的
反
撃
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
ロ
シ
ア
は
そ

の
政
治
的
目
標
（
ク
リ
ミ
ア
併
合
）
を
達
成
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、
各
地
で
分
離
・
独
立
の
動
き
が
続
き
、
ロ
シ
ア
の
本
格

的
な
軍
事
介
入
も
相
ま
っ
て
、
二
〇
一
八
年
現
在
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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五 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
暫
定
的
対
抗
策

―
バ
ル
ト
三
国
の
場
合

二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
以
降
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
つ
い
て
の
関
心
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
、と
り
わ
け
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
歴
史
的
・

地
理
的
に
似
た
背
景
を
持
つ
バ
ル
ト
三
国
の
間
で
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、「
第
二
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
に
な
る
ま
い
と
、
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
抗
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
抑
止
」
能
力
の
向
上
に
努
め
る
バ
ル
ト
三
国
の
動
向
を
紹
介
し
た
い
。

冷
戦
期
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
様
、
バ
ル
ト
三
国
は
ソ
連
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
地
位
に
あ
っ
た
。
冷
戦
終
結
後
の
二
〇
〇
四
年
、
バ
ル
ト
三
国
は
Ｅ
Ｕ

と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国
と
な
る
が
、
依
然
、
国
内
に
は
多
く
の
ロ
シ
ア
系
住
民
が
存
在
し
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
歴
史
・
文
化
的
に
関
わ
り
の
深
い
リ

ト
ア
ニ
ア
を
除
け
ば
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ラ
ト
ビ
ア
の
主
要
都
市
に
は
、
ソ
連
時
代
の
名
残
か
ら
、
ロ
シ
ア
系
住
民
が
多
数
居
住
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ

ス
ト
ニ
ア
国
内
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
八
七
％
が
ハ
リ
ュ
（H

arju

）
県
（
首
都
タ
リ
ン
を
擁
す
る
）
と
イ
ダ
＝
ヴ
ィ
ル
（Ida-V

iru

）
県
に
、
ラ
ト
ビ
ア

国
内
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
七
〇
％
が
リ
ガ
（Riga
）
と
ラ
ト
ガ
レ
（Ratgale

）
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
居
住
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
バ
ル
ト
三
国
内

の
ロ
シ
ア
系
住
民
に
政
治
的
影
響
力
を
強
め
る
同
胞
政
策
（com

patriot policy

）
を
推
進
し
て
い
る（

（4
（

。
バ
ル
ト
三
国
の
政
府
高
官
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

同
様
、
多
く
の
ロ
シ
ア
系
住
民
を
国
内
に
抱
え
る
バ
ル
ト
三
国
が
「
第
二
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
と
し
て
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
対
象
地
域
に

な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
実
際
に
、
バ
ル
ト
三
国
は
し
ば
し
ば
ロ
シ
ア
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
以
降
、
ロ
シ

ア
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
一
環
で
、
ラ
ト
ビ
ア
に
情
報
戦
を
仕
掛
け
て
い
る
と
エ
ド
ガ
ル
ス
・
リ
ン
ケ
ー
ビ
ッ
チ
（Edgars Rinkevics

）
ラ
ト

ビ
ア
外
務
大
臣
は
語
る
。
こ
う
し
た
歴
史
・
社
会
的
背
景
と
相
次
ぐ
ロ
シ
ア
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
み
な
ら
ず
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ラ
ト
ビ
ア
は
ロ
シ
ア
と
直

接
国
境
を
接
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ロ
シ
ア
の
友
好
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
ロ
シ
ア
領
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
挟
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
も
相
ま
っ

て
、
二
〇
一
四
年
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
実
践
さ
れ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
、
バ
ル
ト
三
国
に
と
っ
て
の
現
実
の
脅
威
と
次
第
に
認
識
さ
れ
始
め
て

い
る
。
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い
か
な
る
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
属
さ
な
い
中
立
国
で
あ
る
が
故
、ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
抑
止
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
教
訓
に
基
づ
き
、

バ
ル
ト
三
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
地
位
に
あ
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
利
用
し
、
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
双
方
を
強
化
し
て
い
く
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
抑
止
」能
力
の
向
上
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
タ
リ
ン
に「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」に
関
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
研
究
拠
点（Cooperative 

Cyber D
efense Centre of Excellence

：CCD
CO

E

）、
ラ
ト
ビ
ア
は
首
都
リ
ガ
に
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
研
究
拠

点
（Strategic Com

m
unications Centre of Excellence

：StratCom

）
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
し
、「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」
や
虚
偽
情
報
の
拡
散
に
迅
速

か
つ
効
果
的
に
対
処
す
る
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
拡
充
に
つ
い
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
研
究
体
制
を
支
え
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
様
、
バ

ル
ト
三
国
も
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
電
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
で
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
度
は
決
し
て
低
く
は
な
い
た
め
、
ロ
シ
ア
の
経
済
的
圧
力

に
対
し
て
は
依
然
と
し
て
脆
弱
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
克
服
す
る
方
策
が
、
Ｅ
Ｕ
が
推
進
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
構
想

（Synchronous Grid of Continental Europe

）
へ
の
参
加
で
あ
り（

（4
（

、
二
〇
一
八
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
に
際
し
、
バ
ル
ト
三
国
首
脳
は
欧
州
委
員

会
と
の
間
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
構
想
に
二
〇
二
五
年
ま
で
に
参
加
す
る
協
定
に
調
印
し
た
。
バ
ル
ト
三
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
構
想
に
参
加
す
る
狙
い
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
の
真
の
独
立
を
果
た
す
こ
と
」
に
あ
り
、「
我
々
の
政
治
家
を
買
収
し
、政
治
に
干
渉
す
べ
く
、（
ロ

シ
ア
が
）
利
用
す
る
ゆ
す
り
の
道
具
は
も
は
や
存
在
し
な
い
」
と
ダ
リ
ア
・
グ
リ
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
（D

alia Grybauskaite

）
リ
ト
ア
ニ
ア
大
統
領
は
強

く
訴
え
て
い
る（

（4
（

。

バ
ル
ト
三
国
は
対
ロ
軍
事
態
勢
の
強
化
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
平
時
に
お
け
る
何
ら
か
の
武
力
攻
撃
事
態
が
あ
れ
ば
、
武
力
行
使

を
容
認
す
る
よ
う
国
内
法
を
整
備
し
、
ラ
ト
ビ
ア
も
ま
た
、
特
定
の
部
隊
の
現
場
指
揮
官
に
、
何
ら
か
の
武
力
攻
撃
事
態
に
対
す
る
反
撃
の
権
利
・
義
務

を
付
与
す
る
よ
う
国
内
法
を
修
正
し
た
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
脅
威
を
感
じ
る
バ
ル
ト
三
国
は
軍
事
費
を
大
幅
に
増
額
さ
せ
、
バ
ル
ト
平
和
維
持
大
隊

（BA
LT

BA
T

）、
バ
ル
ト
海
軍
航
空
隊
（BA

LT
RO

N

）、
バ
ル
ト
対
空
監
視
網
（BA

LT
N

ET

）、
バ
ル
ト
国
防
大
学
な
ど
を
通
じ
た
既
存
の
三
ヵ
国

の
安
全
保
障
協
力
体
制
を
強
化
す
る
傍
ら
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
対
ロ
軍
事
態
勢
の
強
化
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
の
首
脳
会
議
（
イ
ギ
リ
ス
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
を
強
く
非
難
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
即
応
部
隊
（N

A
T

O
 Response Forces

：N
RF

）
の
強
化
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や
共
同
軍
事
演
習
の
継
続
を
挙
げ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
東
部
方
面
で
の
集
団
防
衛
態
勢
の
強
化
方
針
を
決
定
し
た
。
二
〇
一
六
年
七
月
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
バ
ル
ト
三
国
の
四
ヵ
国
に
多
国
籍
部
隊
四
個
大
隊
（
計
四
〇
〇
〇
名
）
を
展
開
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ド
国
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
空
軍
な
ど
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
の
空
軍
も
持
ち
回
り
で
領
空
警
備
活
動
（Baltic A

ir Policing

）
に
参
加
す
る
な
ど
、
バ
ル
ト
海
周
辺
に
お
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
も
対
ロ
軍
事
態
勢

の
強
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
参
加
す
る
た
め
不
穏
な
行
動
を
み
せ
る
非
国
家
主
体
の

早
期
警
戒
・
発
見
に
寄
与
し
、
万
が
一
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
領
域
内
で
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
が
遂
行
さ
れ
た
場
合
、
即
応
部
隊
が
現
場
に
駆
け
付

け
、
紛
争
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
バ
ル
ト
海
周
辺
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
は
す
で
にA

2/A
D

能
力
を
保

有
し
て
お
り（

（5
（

、
バ
ル
ト
三
国
が
何
ら
か
の
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
と
っ
て

今
後
の
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
（
二
〇
一
四
年
）
以
降
、
欧
米
に
お
い
て
急
速
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
総
論

的
に
考
察
し
た
。「
お
わ
り
に
」
で
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
定
義
を
確
認
し
た
上
で
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
が
国
家
間
戦
争
や
非
対
称
／
非

正
規
戦
争
と
根
本
的
に
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
最
後
に
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
応
す
る
た
め
の
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る
。

欧
州
委
員
会
と
ラ
ン
ド
研
究
所
の
定
義
に
倣
え
ば
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
、「
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
る
戦
争
の
敷
居
よ
り
も
低
い
状
態
で
、
特
定

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
国
家
ま
た
は
非
国
家
主
体
が
調
整
の
と
れ
た
状
態
で
、
通
常
戦
力
あ
る
い
は
核
戦
力
に
支
援
さ
れ
た
上
で
行
う
強
制
・
破

壊
・
秘
密
・
拒
絶
活
動
」
と
捉
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
国
家
間
戦
争
に
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
し
、
国
家
と
武
装
集
団
／
テ
ロ
リ
ス

ト
集
団
と
の
非
対
称
／
非
正
規
戦
争
に
も
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
」
が
看
取
で
き
る
。
し
か
し
、
大
規
模
な
通
常
戦
力
と
核
戦
力
を
持
つ
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
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軍
事
大
国
が
非
国
家
主
体
と
と
も
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
遂
行
し
、
他
国
の
領
土
一
体
性
や
政
治
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、
武
装
ゲ
リ
ラ
掃

討
作
戦
や
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
は
根
本
的
に
性
質
が
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
を
遂
行
す
る
強
力
な
国
家
主
体
は
、
非
国
家

主
体
を
支
援
す
べ
く
、
通
常
・
核
戦
力
を
動
員
し
、
抑
止
効
果
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
攻
撃
対
象
国
や
そ
の
同
盟
国
・
友
好
国
か
ら
は
効
果
的
な
対
応
を
と

る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
時
間
を
か
け
て
洗
練
さ
れ
つ
つ
あ
る
途
上
に
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（5
（

。
二
〇
〇
七
年
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は

ロ
シ
ア
か
ら
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
。
発
端
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
が
タ
リ
ン
に
あ
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
街
を
解
放
し
た
ソ
連
軍
兵
士

の
記
念
碑
撤
去
を
決
定
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
政
府
決
定
に
反
対
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民
の
デ
モ
活
動
と
並
行
し
て
、
ロ
シ
ア
か
ら
組
織
的
・
大
規
模
な
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
エ
ス
ト
ニ
ア
に
仕
掛
け
ら
れ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
、
主
要
銀
行
、
政
党
関
係
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
がD

D
oS

攻
撃
や
サ
イ
ト
書
き
換
え
の
被

害
に
あ
っ
た（

（5
（

。
二
〇
〇
八
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
戦
争
で
は
、
ロ
シ
ア
の
平
和
維
持
軍
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
の
分
離
独
立
派
勢

力
と
協
力
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
軍
と
交
戦
し
た（

（5
（

。D
D

oS

攻
撃
や
サ
イ
ト
書
き
換
え
な
ど
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
際
も
大
規
模
に
行
わ
れ
、

分
離
独
立
派
勢
力
を
支
援
す
る
ロ
シ
ア
と
い
う
構
図
は
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ク
を
中
心
と
す
る
分
離
独
立
派
勢
力
を
支
援

す
る
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
敵
対
す
る
と
い
う
構
図
と
も
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
バ
ル
ト
海
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ

ト
ア
ニ
ア
間
の
ロ
シ
ア
領
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
ロ
シ
ア
西
部
で
ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
両
軍
の
大
規
模
軍
事
演
習
（Zapad 2017

）
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
兵
員
は
一
万
三
〇
〇
〇
名
と
も
一
〇
万
名
と
も
言
わ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ロ
シ
ア
の
軍
事
演
習
が
「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
と
し
て
、
ロ
シ
ア
系
住
民

の
多
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
バ
ル
ト
三
国
の
領
域
内
に
侵
攻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た（

（5
（

。
現
在
で
も
バ
ル
ト
三
国
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
街

を
解
放
し
た
ソ
連
を
称
え
、
ソ
連
統
治
時
代
に
つ
い
て
の
肯
定
的
評
価
や
現
在
の
バ
ル
ト
三
国
政
府
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
形
容
す
る
ロ
シ
ア
か
ら
の
情

報
戦
を
幾
度
と
な
く
受
け
て
い
る（

（5
（

。
欧
米
の
視
点
に
立
て
ば
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
は
現
在
、
時
間
を
か
け
て
洗
練
さ
れ
つ
つ
あ
る
途
上
に
あ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
が
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
総
論
的
考
察
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
か
ら
、「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」
が
、
い
ま
や
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
構
成



一
〇
〇

要
素
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
後
、「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
と
い
う
大
き
な
絵
の
中
で
定
位
さ
れ
、
研
究

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
ロ
シ
ア
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
へ
の
対
抗
策
を
講
じ
る
バ
ル
ト
三
国
の
動
向
は
、「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
」
を
自
国
の
安
全
保
障
政
策
の
中
で
捉
え
始
め
た
日
本
と
し
て
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
一
八
年
の
日
本
外
交
は
「
外
交

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
広
げ
る
」
べ
く
、
安
倍
晋
三
首
相
の
バ
ル
ト
三
国
訪
問
で
始
ま
り
、
日
本
も
バ
ル
ト
三
国
と
サ
イ
バ
ー
分
野
で
協
力
す
る
こ
と
を
取

り
付
け
た（

（5
（

。
同
年
七
月
一
日
に
は
、
日
本
政
府
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
本
部
に
日
本
政
府
代
表
部
を
開
設
し
た（

（5
（

。
日
本
は
サ
イ
バ
ー
分
野
の
み
な

ら
ず
、
広
く
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
、
バ
ル
ト
三
国
を
含
め
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
関
係
国
と
の
協
力
の
下
、
深
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

付
　
記

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
既
発
表
の
小
論
を
加
筆
・
修
正
し
た
。

（
一
）
志
田
淳
二
郎
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
対
露
軍
事
態
勢
」『
国
際
情
勢
を
読
む
』（
外
交
政
策
セ
ン
タ
ーW

eb Site

）、

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
〇
日

（
二
）│

│
│
│

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
バ
ル
チ
ッ
ク
・
イ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」『
国
際
情
勢
を
読
む
』（
外
交
政
策
セ
ン
タ
ーW

eb Site

）、

二
〇
一
八
年
二
月
一
八
日

（
三
）│

│
│
│

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
脅
威
対
策
セ
ン
タ
ー
設
立
の
背
景
と
意
義
」『
国
際
情
勢
を
読
む
』（
外
交
政
策
セ
ン
タ
ー

W
eb Site

）、
二
〇
一
八
年
三
月
一
八
日

（
四
）Junjiro Shida, D

ealing w
ith the H

ybrid W
ar

、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
政
治
学
部
（Central European U

niversity, D
epartm

ent 

of Political Science

）
提
出
、
二
〇
一
八
年
度
修
士
学
位
請
求
論
文



一
〇
一

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
実
践
（
志
田
）

（
1
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w
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（
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）Philippe Bou N
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octrine

:T
he “A

ccum
ulation of Events” T
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（
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（
5
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外
務
省
「
外
務
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の
サ
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バ
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に
お
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：
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バ
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」
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年
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月
一
八
日<w

w
w
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ofa.go.jp/m

ofaj/annai/page5_000250.
htm
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（
6
）
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
」
と
は
、
純
然
た
る
平
時
で
も
有
事
で
も
な
い
幅
広
い
状
況
を
指
し
、
例
え
ば
、
以
下
の
状
況
が
あ
り
う
る
。
①
国
家
間
に
お
い
て
、
領
土
・

主
権
・
海
洋
を
含
む
経
済
権
益
な
ど
に
つ
い
て
主
張
の
対
立
が
あ
り
、
②
そ
の
よ
う
な
対
立
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
一
方
の
当
事
者
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自
国
の
主
張
・
要
求
を
訴

え
、
ま
た
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他
方
の
当
事
者
に
受
け
入
れ
さ
せ
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こ
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を
、
当
事
者
間
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交
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渉
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ど
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し
て
、
③
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な
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一
方
の
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事
者
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主
張
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要
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の
訴
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け
入
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企
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撃
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た
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。
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〇
頁
。；
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介
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さ
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ク
ラ
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離
独
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り
、
構
成
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は
親
露
派
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
人
と
み
ら
れ
て
い
る
。A

PT
28
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二
〇
〇
八
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア

戦
争
の
際
に
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
軍
参
謀
本
部
情
報
総
局
（GRU
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の
つ
な
が
り
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摘
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れ
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。
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
内
に
当
時
展
開
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
平
和
維
持
軍
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
言
及
が
必
要
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
と
い

う
二
つ
の
地
域
に
お
い
て
分
離
独
立
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
二
つ
の
地
域
で
の
武
力
紛
争
を
経
験
し
た
過
去
を
持
つ
。
一
九
九
一
年
四
月
、
ソ
連

か
ら
独
立
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
民
主
主
義
共
和
国
憲
法
（
一
九
二
一
年
制
定
）
復
活
を
宣
言
し
た
。
こ
の
動
き
に
ア
ブ
ハ
ジ
ア
地
域
の
人
口
約
一
七
％



一
〇
五

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」
の
理
論
と
実
践
（
志
田
）

を
占
め
る
ア
ブ
ハ
ズ
人
は
自
治
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
反
発
し
、
一
九
九
二
年
七
月
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
地
域
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。

こ
れ
に
反
対
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
政
府
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
地
域
に
軍
を
派
遣
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
が
発
生
し
た
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
支
援
す
る
形
で
ロ
シ
ア
が
介
入
し
た
ア

ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
は
、
一
万
〜
二
万
名
の
死
者
を
出
し
、
実
質
的
に
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
勝
利
で
停
戦
に
至
っ
た
。
同
様
の
問
題
は
南
オ
セ
チ
ア
で
も
発
生
し
て
い
た
。
南
オ

セ
チ
ア
に
住
む
オ
セ
ッ
ト
人
は
、
分
断
さ
れ
た
同
胞
の
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
連
邦
内
の
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
と
の
統
合
を
歴
史
的
に
求
め
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
九
月
、

南
オ
セ
チ
ア
の
公
用
語
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
と
定
め
る
言
語
法
（
一
九
八
八
年
制
定
）
へ
の
反
発
か
ら
南
オ
セ
チ
ア
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
帰
属
変
更
を
宣

言
し
、
一
九
九
二
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
独
立
を
宣
言
す
る
。
こ
の
過
程
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
は
紛
争
に
突
入
し
、
ロ
シ
ア
の
支
援
を
受
け
た
南
オ
セ

チ
ア
が
勝
利
す
る
形
で
、
一
九
九
二
年
六
月
に
停
戦
を
迎
え
た
。
少
な
く
と
も
一
〇
〇
〇
名
が
死
亡
し
、
多
く
の
国
内
避
難
民
が
発
生
し
た
。

	

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年
五
月
一
四
日
、
ロ
シ
ア
の
仲
介
に
よ
っ
て
紛
争
当
事
者
間
で
「
停
戦
お
よ
び
兵
力
引
き
離
し
に
関
す
る
協
定
」
が
締

結
さ
れ
、
独
立
国
家
共
同
体
平
和
維
持
軍Com

m
onw

ealth of Independent State Peace K
eeping Forces:CISPK

F

）
の
派
遣
が
決
定
し
た
。
同
協
定
締
結

を
受
け
、
同
年
七
月
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
決
議
九
三
七
を
採
択
し
、
国
際
連
合
ジ
ョ
ー
ジ
ア
監
視
団
（U

nited N
ations O

bserver M
ission in 

Georgia
:U

N
O

M
IG

）
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
、
停
戦
監
視
を
目
的
と
す
るCISPFK

とU
N

O
M

IG

が
「
並
行
展
開
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ

ア
戦
争
の
前
年
の
段
階
で
、U

N
O

M
IG

参
加
要
員
は
、
軍
事
顧
問
一
三
〇
名
、
警
察
官
一
七
名
、
文
民
ス
タ
ッ
フ
二
七
八
名
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
名
の
計

四
二
六
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、CISPFK
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
シ
ャ
バ
ン
（Sergey Chaban

）
少
将
の
下
で
一
六
〇
〇
名
（
ロ
シ
ア
軍
約
一
〇
〇
〇
名
）
の
兵
員

が
参
加
し
て
い
た
。
南
オ
セ
チ
ア
紛
争
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
六
月
一
二
日
、
ロ
シ
ア
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
間
で
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
セ
チ
ア
紛
争
解
決
に
関
す
る

原
則
的
合
意
」（
ソ
チ
合
意
）
が
締
結
さ
れ
、
停
戦
監
視
と
国
内
避
難
民
の
帰
還
に
取
り
組
む
た
め
の
合
同
調
整
員
会
（Joint Control Com

m
ission

:JCC

）
が
ロ

シ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
南
オ
セ
チ
ア
、
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
の
四
者
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
、JCC

は
ロ
シ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
南
オ
セ
チ

ア
の
三
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
同
平
和
維
持
軍
（Joint Peace K

eeping Force
:JPK

F

）
を
設
置
し
、
ロ
シ
ア
人
将
校
の
指
揮
す
るJPK

F

一
個
大
隊
が
南
オ
セ

チ
ア
の
平
和
維
持
活
動
の
任
に
当
た
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
時
点
で
、
ロ
シ
ア
軍
の
ク
ラ
フ
メ
ー
ト
フ
（M

arat K
ulakhm

etov

）
少
将
の
下
で
、
兵
員
一
五
〇
〇
名

（
ロ
シ
ア
軍
約
五
〇
〇
名
）
がJPK

F

の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。

	

　

つ
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
を
迎
え
る
頃
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
分
離
独
立
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
平
和
維
持
の
目
的
で
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
に
合
計

一
五
〇
〇
名
の
ロ
シ
ア
軍
が
駐
留
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
紛
争
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
廣
瀬
陽
子
『
コ
ー
カ
サ
ス
：
国
際

関
係
の
十
字
路
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）。U

N
O

M
IG

とCISPFK
の
「
並
行
展
開
」
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
楢
林
建
司
「
グ
ル
ジ

ア
／
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
に
お
け
る
国
際
連
合
グ
ル
ジ
ア
監
視
団
と
独
立
国
家
共
同
体
平
和
維
持
軍
の
『
並
行
展
開
（Co-deploym

ent

）』」『
愛
媛
法
学
会
雑
誌
』
第

二
六
巻
、
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
一
五
七
―
一
八
八
頁
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
平
和
維
持
活
動
に
参
加
し
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
部
隊
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
以

下
を
参
照
。<

https://peaceoperationsreview
.org/w

p-content/uploads/2014/10/2008_abk_georgia_m
ission_notes.pdf>

、<
https:// 

peaceoperationsreview
.org/w

p-content/uploads/2014/10/2008_south_oss_m
ission_notes.pdf>
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な
お
、CISPK

F

の
歴
史
的
背
景
と
し
て
は
、
一
九
九
二
年
五
月
、CIS

諸
国
（
ロ
シ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
調
印
し
た
集
団
安
全
保
障
条
約
（A

 T
reaty on Collective Security

）
に
よ
り
、CISPK

F

設
置

が
決
定
さ
れ
た
。
当
初
の
主
た
る
設
置
目
的
はCIS

諸
国
内
の
ソ
連
解
体
に
伴
う
民
族
紛
争
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
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